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渡辺勝（わたなべまさる）

ILCAクラスジャッジ

・2023 ALL JAPAN（境港）

・2024  ALL JAPAN（浜名湖）

・2025 ALL JAPAN（津）

・2026 ALL JAPAN（光）（予定）

・NIPPON CUP

・テーザークラス世界選手権（沖縄県）

・江の島ウィーク

・スナイプ全日本（石川県）

・国スポ（青森県）

全6回

➀ルールを理解し、正しく主張できる選手の育成

➁コース変更・短縮に確実に対応できる選手の育成

→勝つためのルール理解と運営読解力を身につける

4/21（火）第1回：ルールとは何か

5/19（火）第2回：スタート関連

6/16 (火）第3回：マーク周辺

7/21 (火）第4回：抗議・救済

8/18  (火）第5回：42条

9/15 (火） 第6回：まとめ 



抗議・救済のポイント

インシデント発生！

被抗議艇

早めの２回転
又は

傷害または重大の損傷があった場合
などはリタイアの場合もある

ペナルティ
を認める

わからない

付則T 又は
審問に呼ばれる

・大声で「プロテスト」と伝える

抗議艇

• 抗議書提出

相手が悪いと思う



抗議書の書き方（ポイント）
（遅れても正当な理由があればOK 例：病院に行っていた）
・抗議の要件を満たしている必要がある。

抗議書提出時刻は厳守
抗議者（申立人）・被抗議者（被申立人）・インシデントが特定

されている。 声掛けが行われている。（プロテスト！）
・５W１Hを使うと書きやすい
①When（いつ）  ：第〇レース
②Where(どこで）：第〇マークから〇艇身手前など
③Who（誰が）  ：スターボードタックでクロースホールドの私など
What（何が起きた）起きたインシデントを時系列で
Why（なぜ）    ：相手艇は十分なルームを与えてくれなかった

その後ペナルティ回転も行っていなかった
How（どのように）プロテストと声をかけた

・証人がいれば記載





練習１
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プロテ
スト

スターボード
だよー

モデルシップの置き方
①抗議書に出てくるいつ？の位置
②進路変更開始のポジション
③最も近かったポジション

④その後（ラフした・２回転した
など）



規則６４





付則T（調停）に適していると判断

・傷害または重大な損傷が無い

付則T（調停）に適するor審問

・艇から艇への抗議



・プロテスター（抗議者）・プロテスティー（被抗議者）がインシデントの状況を説明して
（調停員）が意見を伝える
・証人は入れない（オブザーバーは認められる場合がある）
・プロテスティーがペナルティを認めれば３０％の得点ペナルティとなり調停は終了
（プロテスターが審問を希望しても、終了となる）

・関係する艇が多かったり、意見が違うなど時間がかかりそうな場合は調停を打ち切って審問に入る。

調停員・プロテスター（抗議者）・プロテスティー（被
抗議者）3者で話し合い

審問



審問の流れ
・ジュリーの自己紹介
・利益相反（利害関係者）？（ジュリーの中に相手に有利になる人
がいる？）
・通訳は必要？
・有効性の確認（インシデントの特定など）
・抗議者から状況説明（必要ならモデルシップを使う）
モデルシップの置き方も証言の一つになる

・被抗議者からの状況説明
・抗議者→被抗議者への質問（一番近かった時は何cm？など）
・被抗議者→抗議者へ質問
抗議者⇔被抗議者間で質問・回答を繰り返す

・証人の証言（各該当者から要求）
・証人への質問
・ジュリーから質問（証人も含む）
・最終陳述



証言のポイント
・ほとんどの場合、ジュリーは証人になるレベルまでインシデント
を見ていないため、審問の中で聞いた証言から判決まで判断する

・緊張しないように慣れておく

（不安であったらオブザーバーを頼んでみよう！）

オブザーバーは審問室では喋ってはいけない。

・写真やビデオの証拠を提示する場合、その該当者が画像を投影す
る準備が必要である

補足

・判決の結果とインシデントで発生した障害などによる補償は別個
のものになる。（JSAF規定）



• 救済のポイント

提出期限は抗議締切り時刻かインシデントから２時間（遅い方）

救済は書面での提出が必要（ORGなど電子媒体でもOK）

・要件

委員会の不適切な処置または不手際

例：X旗が揚がったが音響信号が遅れた。

コース変更で旗を間違えた

ジュリーボートと衝突

第２章違反によって被った傷害または物理的損傷

（怪我をしたり艇に穴があいたりしたなど）

レース中でない船舶の行動によって被った傷害または物理的損傷



• ２条と６９条の関係

２：特にフェアなセーリング（例：故意の接触やあえてペナルティ

を履行しないなど）

６９：故意に虚偽の証言・暴言・暴力・ハラスメントなど

（レース中とは限らない）

例：出艇する前に他艇のドレンコックを盗む

：他艇からの挑発に対し「バカヤロー！」と恫喝する。

：風向が変更する海面でレース委員会の判断に対し

「運営が下手クソ！」と言う→この場合不利益があったと

思えば救済を要求する。
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